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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本における教育福祉的実践の担い手のあり方を構想するため、ス
ウェーデンにおけるSP（Social Pedagogy）の理論構造及びSPの専門職であるソスペッド（Social Pedagogue =
Soc-ped）の専門性を、教育的観点から原理的・実証的に解明することであった。福祉国家体制維持の困難や社
会の分断などの課題に直面しているスウェーデンにおいて、人びとの社会参加の促進を実践の一つの目的とする
教育福祉的観点を有するソスペッドは、近年、学校での雇用が進んでいる。分断しがちな移民が多い地区の学校
において、ソスペッドは児童や教職員の集団づくりに貢献していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to clarify the theoretical structure of 
Swedish social pedagogy and the expertise of social pedagogues from the pedagogical perspective in 
principle and empirically, to shape or create a professional that is specialized in "social work and
 pedagogical practice" in Japan. Sweden is facing social issues on the welfare system and social 
division, and challenging to address those issues. One example of the challenges has been focused on
 this research, in which hiring social pedagogues in compulsory schools. In this study, a social 
pedagogue who is working in a multi-cultural school has been studied to clarify the role of the 
social pedagogue in a school through analyzing and comparing it to the other professions in the 
school. One of the biggest roles could be said that social pedagogue has both social(work) and 
pedagogical aspects and contributing to building an inclusive learning environment and also being a
 "hub" of the network between the staffs.

研究分野： 社会教育・生涯学習
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学校の他専門職とソスペッドに対するインタビュー調査を実施し、医学的・教育学的・個人的・集団的という4
つの視点で比較検討を行ったところ、ソスペッドはいずれの視点も広く把握し、各専門職をつなぐネットワーク
のハブ的な存在であった。ソスペッドの理論的基盤であるSPの幅広さを現し、日本の社会教育研究にとっても示
唆的である。特に「社会教育士」活用の場面として学校が考えられ、その際の実践事例としても参照できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

現代日本社会において、うつ病や発達障害、引きこもり、貧困など生活上で困難を抱える
子ども・若者・成人は増加傾向にある。教育領域では、このような社会的課題はあまり着目
されてこなかったが、近年は教育と福祉の融合が進みつつあり、以上の課題に対する取り組
みが増えている。しかし、成長を望む「教育」とケアが一義的な「福祉」の間に生じる課題
も表出してきている。人びとが抱える社会的課題に対する領域横断的な取り組みが増加し
ている中で、学校内外における多様な教育福祉的実践を支える理論的基盤の構築が求めら
れる。 

本研究で着目するスウェーデンの SP（Social Pedagogy＝socialpedagogik）は従来、社
会福祉における教育的一側面として捉えられてきた。ただしその捉え方では、Social 
“Pedagogy”が有する教育学的価値が揺らぎかねず、SP の専門職として教育福祉的実践を
担うソスペッド（social pedagogue =socialpedagog：soc-ped）の専門性が担保されない。
SP は、社会福祉の一部にとどまらない幅広い概念であり、社会福祉との違いを解明し SPの
独自性を追究する必要がある。 

これまでの SP 研究では、SP が社会福祉に吸収されつつある状況に対して、SP の独自性
を見出すことがされてこなかった。本研究は、SP の教育学的意義に着目し歴史・原理を問
い返し、さらに近隣領域との比較検討を行い SPの独自性を見出そうと試みる点に学術的意
義があると言える。 

他方、日本における社会的課題に鑑みれば、多様な教育福祉的実践を担う専門職の存在が
不可欠であり、本研究は将来的に、教育福祉的実践を担う専門職の確立に資することを目指
している。そのためには、専門職の基盤となる理論の構築及び、専門職の専門性を明確にす
る必要がある。その手がかりとして、スウェーデンにおける教育と福祉を横断する SPの理
論とソスペッドの実践を総合的に検討する点に社会的意義を見出すことができる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、日本における教育福祉的実践の担い手のあり方を構想するため、スウェーデン
における SP の理論構造及び SP の専門職であるソスペッドの専門性を、教育学的観点から
原理的・実証的に解明することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究 1として、社会福祉の教育的側面として位置づけられがちな SPの理論的独自性を追
究するため、なぜ社会福祉に吸収されたのか、また、なぜ近年再注目されるようになったの
か、歴史的・社会的・文化的文脈との関係に焦点を当て、史料・資料分析及びインタビュー
調査を行った。その際、社会構造変容と SPの関係性に着目し、分析を行った。 
 研究 2として、ソスペッドの専門性を明らかにするため、学校における専門職間の比較分
析を行った。近年、スウェーデンの学校では、教員や学校看護師、SSW/SC、特別支援教育教
員、学童保育士、進路カウンセラーとは異なる役割でソスペッドの配置が進んでいる。学校
におけるソスペッドの役割と、持ちうる専門性を検討するため、他専門職とソスペッドに対
する半構造化インタビューを実施し、得られたデータの比較を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
研究 1：SPと社会構造の関係性の解明 

研究 1 について得られた知見として、SP は教育学を基盤とした教育福祉的領域であり、
人びとの相互な学び合いによって共同体を再構築することを志向する要素を持つことが挙
げられる。1960 年代から福祉国家として急速に発展したスウェーデンにおいて、社会政策
の整備と共に社会福祉実践の担い手の充足が急務となった。その担い手として位置づいた
のが社会福祉士（socionom：ソシオノム）であり、実践を支える理論として社会福祉が学問
として政策的に位置づけられた。その際、社会事業の側面を有していた SPは、社会福祉の
一側面として位置づけられ、ソスペッド養成課程はソシオノム養成課程に統合され、結果的
に SP 教員／研究者の減少につながった。近年、改めて SP への注目が集まっている背景と
して、20 世紀に構築された高福祉国家体制の揺らぎに伴う、相互扶助や「自立」への関心



 

 

の高まりが考えられる。人びとの学びと参加促進を実践の大きな目的とするソスペッドは、
社会制度にのみ依存しない生活を支える実践を行っており、その実践の基盤となる SP は、
「福祉社会」を支える重要な概念として再考されていると考えられる。 
 
研究 2：ソスペッドの専門性の検討 
 研究 2について得られた知見として、ソスペッドは医学的知見、福祉的知見、教育学的知
見を幅広く有し、その知見をもって子どもや教職員の集団づくりを行うことによって包摂
的な学校づくりに貢献していることが挙げられる。学校における他専門職との比較を行っ
たところ、学校看護師や言語療法士は医学を基盤とした個別対応が多く、教師や学童保育士
は教育学を基盤とした集団対応が多い。特別支援教員は教育学を基盤とするが個別対応が
多い。他方、進路カウンセラーは社会学を基盤に個別対応を行い、スクールカウンセラーは
「社会福祉学」を基盤とし個別対応を行う。ソスペッドは、SP（教育福祉）を基盤とし、個
別及び集団両者の対応を行う。以上のことは、図 1のような仮説が導かれた。矢印は、現状
に対し各専門職が望む実践の方向性を表している。 

ソスペッドは学校において、児童と個別の関係を築きつつも、分断が生じにくいよう集団
形成を行う。さらに、幅広い知見を有するため、教職員間のネットワークの「ハブ」的な存
在としても位置づいている。ソスペッドは、人びとの関係づくりに長けており、関係をつく
る過程で生じる学びをサポートする専門性を有していると言える。 
 

 
図 1：学校における各専門職の位置づけの仮説（未発表） 
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